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記号地層名

．はじめに 

本工事は，配

び泥土圧式シ

地における施

に近接してい

えない大口径

された．また

屋との離隔

．本報告では

の内，層別沈

析結果との比

．概要 

)構造概要 

発進立坑の断

径φ11.6 m×

地側に鋼矢板

)地質概要 

施工地点の地

楽町層（Yu，

た砂およびや

．これら沖積

いる．地下水

本工事の地盤

に示す． 

キーワー

連絡先  

単

γ
s 5
1 1
1 4
1 3
2 16
c 13
s 20
c 8
s 30
s 49
c 17

号 設計N値

市街地で

配水本管（2

シールド工法

施工であり，

いる．そのた

径鋼製リン

た，近接家屋

と等距離の位

は，アーバン

沈下計の計測

比較を行った

断面図を図-

×沈設長 36.6

板Ⅳ型 L=20

地質は，表層

，Yl）が堆積

やや硬い粘土

積層の下位に

水位はボー

盤条件にもと

ド 鋼製リン

 〒101-83

単位体積重量 粘着

γ（kN/m
3
） C（kN

16.7
16.5
17.5
16.5
17.8
17.0
17.7
17.0
17.7
17.7
17.0

での大口径

2200 mm）用

法によるトン

発進立坑は

ため，発進立

グ圧入工法

屋への影響を

位置の作業ヤ

ンリング工法

測結果と施工

た結果につい

-2に示す．立

6 mの円形で

0.0 m を半円

層部に軟弱な

積している．

土の互層を呈

に東京層（To

リング調査結

とづき設定し

ング，近接，

366 東京都千

表-1 地盤条

着力 内部摩擦

N/m
2
） φ（°）

0 3
55
0 3

55
0 3

80
0 3

80
0 3
0 3

100

径鋼製リン

用の発進立坑

ンネル築造工

は図-1 に示

立坑の築造に

であるアーバ

を把握するた

ヤード内に各

法による発進

工前に行った

いて述べる．

立坑は鋼製セ

である．なお，

形に打設した

なシルトおよ

有楽町層の

呈する七号地

o）と呼ばれ

結果より，G

した，解析に

地表面変位

千代田区神田三

条件 

擦角 変形係数

αE0（kN/m
2
）

35 16000
0 20000

35 12000
0 20000

35 40000
0 52000

35 100000
0 52000

35 10000
35 132000
0 200000

グ圧入工法

坑や到達立坑

工事である．都

すように，民

は周辺地盤へ

バンリング工

ため，発進立坑

各種計測器

進立坑築造時

た二次元 FEM

 

セグメントを

影響遮断壁

た． 

び砂層を主体

の下位は，や

地層（Na）が

れる砂，粘土

GL-1.75 m で

用いた地盤

位，二次元 F

三崎町二丁目 5

0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3

ポアソン比

法の施工に

の築造お

都内の市

民家と非

へ影響を

工法が採

坑と近接

を設置し

の施工実

M による

を用いた，

として，

体とする

やや締ま

が堆積す

が堆積し

であった． 

定数を表

FEM 

番 3 号 ＴＥ

おける地表

鉄建建設 

鉄建建設 

鉄建建設 

鉄建建設 

ＥＬ03-3221-21

図-

図-

表面変位 

 正会員 

 正会員 

     

     

165

-2 発進立坑

-1 発進立坑

○山田 宣

 西村 知

 橋本 崇

 松崎 晴

坑断面図

坑平面図

 

宣彦 

知晃 

崇俊 

晴彦

 VI-634 令和元年度土木学会全国大会第74回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers VI-634



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)

解

ン

よ

荷

掘

ク

位

沈設

面

３

(1)

果

お

か

し

の結

(2)

層

FE

沈設

表

位

４

解

が

た結

工

 

)解析概要 

解析モデル概

リング工法に

うに定めた．

重を与えた状

削に伴う変位

ションカッ

を強制変位

設に伴う変位

に鉛直下向き

．検証結果 

)実施圧入力

立坑施工時の

を図-4に示

よびN値か

ら，アーバン

た値である．

結果を示した

)地表面変位

層別沈下計

EM で得られ

設長が 27 m

した．27 m

の計測値は収

．まとめ 

解析結果か

，実変位量は

結果であった

しているこ

概要図を図-

による掘削で

．STEP1：初

状態での初期

位のモデル化

ト部（19 mm

として作用

位のモデル化

きの周面摩擦

力 

の実施圧入力

示す．計画圧入

ら算出した先

ンリング重量

．実施圧入力

た． 

位 

による地表

れた解析結果

m 付近までは

以深の沈設で

収束傾向にあ

ら，地表面変

は-11 mm 程度

たことから，

とを確認した

-3に示す．解

であることを

初期応力解析

期応力解析を

化．立坑断面

m）の空隙に

させる．STE

化．地盤と鋼

擦力を作用さ

力を計画圧入

入力の値は，

先端抵抗力と

量および圧入

力は，概ね計

表面変位の計

を比較した図

は解析値は計

では，乖離が

あった．

変位量は-13 m

度であった．

設計条件ど

た． 

解析手順はア

を考慮して，

析．地表面に

を行う．STE

面を掘削後，

による水平方

EP3：鋼製リ

鋼製リングの

させる．  

入力と比較し

地盤の土質

と周面摩擦力

入桁の重量を

計画圧入力ど

計測結果と二

図を図-5に

計測値を精度

が見られ地表

mm と想定さ

ほぼ設計に

どおりに順調

図-3

アーバ

次の

に上載

EP2：

フリ

方向変

リング

の接触

した結

質区分

力の和

を控除

どおり

二次元

示す，

度よく

表面変

された

に即し

調に施
-

-

地
表
面

変
位
(

m
m
)

解析モデル

0 5
15

10

0

-5

地表面

地表面

ル概要図

図-5 地表

図-4 圧

10 15

面変位 計測値

面変位 解析値

沈設

表面変位図 

圧入力施工実

20 25
設長(m)

実績
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